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現
在
野
田
民
主
党
政
権
は
、
今
月
開
会
さ
れ
る

通
常
国
会
を
前
に
「
消
費
税
増
税
」
や｢

年
金
の

特
例
水
準
の
解
消
」、｢

次
期
主
力
戦
闘
機
＝
Ｆ
Ｘ
」

を
最
新
鋭
戦
闘
機
「
Ｆ
３
５
」
に
決
定
す
る

な
ど
、
民
主
党
と
の
精
力
的
な
調
整
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。 

野
田
首
相
が
丌
退
転
の
決
意
で
臨
む
「
社
会

保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
は
、
消
費
税
の
増
税
が

柱
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
増
税
の
財
源
を
使
っ
て

｢
社
会
保
障｣

を
充
実
さ
せ
る
と
言
っ
て
い
る
の

で
す
。 

し
か
し
、
多
く
の
国
民
は
「
消
費
税
増
税
」
の

前
に
、
国
会
議
員
や
官
僚
自
ら
が
ま
ず
血
を
流
し
、

も
っ
と
無
駄
を
省
け
と
反
対
の
声
を
上
げ
て

い
ま
す
。 

  

私
た
ち
年
金
生
活
者
に
と
っ
て
年
金
の
減
額

問
題
は
深
刻
な
問
題
で
す
。 

こ
の
年
金
の
減
額
問
題
と
は
、
１
９
９
９
年
以
降

物
価
が
下
落
し
た
際
、
年
金
生
活
者
の
生
活
を

考
慮
し
、
当
時
の
自
民
・
公
明
政
権
が
政
治
判
断
で

年
金
を
減
額
せ
ず
据
え
置
い
た
も
の
で
す
。
こ
れ
が

〔
特
例
水
準
〕
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。 

そ
の
後
、
特
例
水
準
以
下
に
物
価
が
下
落
し
た

時
は
年
金
が
減
額
さ
れ
る
が
、
特
例
水
準
分
は

将
来
の
物
価
上
昇
で
相
殺
す
る
こ
と
と
し
、
毎
年

国
会
で
民
主
党
も
含
め
て
「
全
会
一
致
」
で
法
案
を

成
立
さ
せ
て
き
た
も
の
で
す
。
そ
の
差
が
現
在

２
・
５
％
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。 

現
在
、
野
田
民
主
党
政
権
は
、
そ
の
年
金
の

「
特
例
水
準
」
を
３
年
で
解
消
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
で
す
。（
毎
年
０
・
８
～
０
・
９
％
の
減
額
） 

こ
の
年
金
の
減
額
で
、
年
金
生
活
者
は
月
平
均 

        

約
５
０
０
０
円
位
の
減
額
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

  

こ
の
動
き
に
対
し
、
Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
は
、

日
本
高
齢
・
退
職
者
団
体
連
合
と
共
に
、
民
主
党
の

国
会
議
員
に
対
し
て
「
要
請
行
動
」
や
「
抗
議
電
報
」

を
打
っ
て
き
ま
し
た
。 

私
達
Ｏ
Ｂ
会
は
、
昨
年
一
年
、
松
崎
元
顧
問
や

角
岸
元
委
員
長
の
死
の
悲
し
み
を
乗
り
越
え
、

「
東
日
本
大
震
災
」
に
も
負
け
ず
仲
間
達
と
共
に

励
ま
し
合
い
、
支
え
合
っ
て
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
「
再
起
」
か
ら
「
飛
躍
」
を
誓
っ
て
新
年
を

迎
え
ま
し
た
が
、
ま
た
も
や
困
難
な
高
齢
者
の

年
金
や
医
療
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

〝
全
国
の
Ｏ
Ｂ
会
員
の
皆
さ
ん
〟 

確
か
に
日
本
経
済
は
、
ま
だ
ま
だ
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
か
ら
立
ち
直
れ
ず
、
丌
況
が
続
い
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
年
金
の

減
額
や
医
療
費
の
窓
口
負
担
増
の
問
題
な
ど
、

高
齢
者
の
生
活
を
脅
か
す
問
題
を
解
決
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

そ
の
た
め
に
は
、
重
要
法
案
が
目
白
押
し
の

今
度
の
通
常
国
会
が
重
要
で
あ
り
、
大
い
に

注
目
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
年
金
の
「
特
例
水
準
」

の
解
消
に
は
、
断
固
反
対
し
ま
し
ょ
う
。 

今
年
一
年
、
高
齢
者

に
は
厳
し
い
年
と

な
り
そ
う
で
す
が
、

皆
さ
ん
健
康
に
気
を

つ
け
な
が
ら
怒
り
の

声
を
出
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 

  

◇ 

二
〇
一
一
年
十
一
月
十
一
日
～
二
十
日
ま
で
、
福
島
県 

白
河
市
で
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
平
和
祈
念
館
主
催
に

よ
る
水
俣
写
真
展
が
開
催
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
十
三
日 

に
は
、「
水
俣
病
か
ら
福
島
原
発
事
敀
を
考
え
る
」
と

い
う
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。 

◇ 

私
は
Ｏ
Ｂ
の
仲
間
と
十
三
日
の
午
前
中
に
、
水
俣
写
真
展
を
見
学
し
ま
し
た
。 

会
場
に
入
る
と
、
奇
病
に
苦
し
む
少
女
の
パ
ネ
ル
が
目
に
飛
び
込
み
「
何
敀
こ
ん
な

幼
い
子
が
」
と
胸
が
締
め
つ
け
ら
れ
、
強
い
憤
り
を
感
じ
ま
し
た
。 

◇ 

日
本
窒
素
肥
料
㈱
・
水
俣
工
場
は
一
九
〇
八
年
に
創
業
し
、
一
九
三
二
年
に
ア
セ
ト

ア
ル
デ
ヒ
ド
等
の
生
産
を
始
め
、
製
造
過
程
で
発
生
す
る
有
機
水
銀
を
含
む
排
水
を

水
俣
湾
に
無
処
理
の
ま
ま
放
流
し
て
き
ま
し
た
。
一
九
四
一
年
十
一
月
か
ら
塩
化
ビ
ニ
ー
ル

の
製
造
も
始
め
、
メ
チ
ル
水
銀
も
放
流
し
て
き
ま
し
た
。 

◇ 

こ
の
頃
か
ら
水
俣
湾
周
辺
の
漁
村
に
原
因
不
明
の
病
気
が
発
生
し
始
め
、
そ
の

原
因
が
メ
チ
ル
水
銀
で
あ
る
と
究
明
さ
れ
て
も
、
企
業
は
そ
の
事
実
を
認
め
ず
、
行
政
も

因
果
関
係
は
不
明
と
し
て
き
ま
し
た
。 

◇ 

明
治
期
に
も
国
策
に
よ
り
足
尾
鉱
毒
事
件
と
い
う
公
害
が
起
き
ま
し
た
が
、
チ
ッ
ソ

水
俣
事
件
も
ま
た
、
高
度
経
済
成
長
時
代
へ
と
進
む
国
策
の
中
で
、
原
因
が
隠
蔽
さ
れ

続
け
、
被
害
は
拡
大
し
ま
し
た
。
こ
の
写
真
展
で
は
、
政
・
官
・
財
・
学
を
総
動
員

し
た
国
策
が
、
国
民
を
犠
牲
に
し
て
推
進
さ
れ
て
き
た
事
実
関
係
を
写
真
で
紹
介
し
て

い
ま
し
た
。 

◇ 

午
後
は
「
水
俣
病
か
ら
福
島
原
発
事
敀
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
静
聴
し
ま
し
た
。
会
場
は
、
立
ち
見
客
が
出
る
ほ
ど
盛
況
で
、

司
会
進
行
は
女
優
の
竹
下
景
子
さ
ん
、
講
演
パ
ネ
リ
ス
ト
は
映
像
作
家
・
森
達
也
さ
ん
、

漁
師
で
水
俣
病
患
者
・
緒
方
正
人
さ
ん
、
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
・
鎌
田
慧
さ
ん
の
四
人
が

出
演
し
て
い
ま
し
た
。
森
さ
ん
は
「
人
間
は
群
れ
〔
集
団
〕
で
行
動
す
る
動
物
」
で
、

一
人
が
行
動
す
る
と
他
の
人
も
同
調
す
る
場
合
が
多
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
緒
方
さ
ん
は

自
分
の
経
験
を
中
心
に
話
し
、「
チ
ッ
ソ
と
は
何
だ
っ
た
の
か
」
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た

と
い
う
。
チ
ッ
ソ
は
水
俣
病
を
起
こ
し
た
原
点
で
あ
り
な
が
ら
作
る
製
品
〔
塩
化
ビ
ニ

ー
ル
〕
は
、
家
電
製
品
か
ら
漁
船
ま
で
あ
ら
ゆ
る
所
に
使
わ
れ
、
日
常
生
活
の
中
に

溶
け
込
ん
で
い
る
の
で
す
。 

◇ 

私
は
今
回
の
水
俣
展
を
観
て
、
田
中
正
造
が
言
っ
た
「
真
の
文
明
は
山
を
荒
ら
さ
ず
、

川
を
荒
ら
さ
ず
、
村
を
破
ら
ず
、
人
を
殺
さ
ざ
る
べ
し
」
と
い
う
言
葉
を
思
い
浮
か
べ
た
。

人
は
自
然
の
中
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
自
然
を
壊
し
て
得
た
豊
か
さ
と
は
、

物
質
的
な
豊
か
さ
で
あ
っ
て
、
心
の
豊
か
さ
で
は
な
い
。
国
策
に
よ
っ
て
つ
く
り

出
さ
れ
た
公
害
と
、
そ
れ
を
「
容
認
」
し
て
い
る
社
会
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
、
未
来
の
子
供
達
に
引
き
継
げ
る
日
本
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、

強
く
感
じ
ま
し
た
。 

大
宮
地
本
・
宇
都
宮
支
部
Ｏ
Ｂ
会
（
Ｋ
・
Ｏ
） 
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原
発
事
故
が
足
枷
に 

ＯＢ声の広場 

昨
秋
の
臨
時
国
会
は
、
重
要
法
案
を
先
送
り
し
た
ま
ま
、
一
川
防
衛
相
、
山
岡
消
費
者
担
当
相
の

問
責
決
議
案
を
参
院
で
可
決
し
て
、
12
月
９
日
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
今
後
は
正
月
を
挟
ん
で

一
月
に
開
会
さ
れ
る
通
常
国
会
の
中
で
、「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
に
よ
る
消
費
税
の

増
税
等
の
重
要
法
案
の
議
論
が
本
格
化
さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

深
刻
な
年
金
の
減
額
問
題 

退
職
者
連
合
と
共
に
闘
う 

重要 

法案 



  

東
京
地
本
Ｏ
Ｂ
会
は
、
11
月
29
日
13
時
か
ら
Ｊ
Ｒ
王
子
駅

周
辺
で
「さ
よ
な
ら
原
発
１
０
０
０
万
人
署
名
行
動
」を
17
名
の

会
員
の
参
加
で
市
民
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。 

こ
の
取
り
組
み
は
、
９
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
「さ
よ
な
ら

原
発
５
万
人
集
会
」に
東
京
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
会
員

75
名
が

参
加
し
、
「脱
原
発
」の
声
を
行
動
に
あ
ら
わ
し
、
さ
ら
に
そ
の

輪
を
広
げ
る
た
め
に
、
こ
の
日
の
署
名
行
動
を
取
り
組
ん
だ

の
で
す
。 

「
原
発
に
頼
ら
な
い

社
会
を
つ
く
ろ
う
！
」

「地
震
大
国
＝
日
本
に

原
発
は
い
ら
な
い
」
な

ど
、
マ
イ
ク
を
通
し
て

道
ゆ
く
市
民
に
訴
え

ま
し
た
。
ま
た
視
覚
に

訴
え
る
た
め
に
横
断
幕

も
掲
げ
ま
し
た
。 

熱
心
に
署
名
要
請
に 

応
え
て
く
れ
る
市
民
の
中
に
は
「福
島
か
ら
避
難
し
て
い
る
」

「親
が
被
爆
者
な
ん
で
す
」と
声
か
け
て
く
れ
る
方
や
、
外
国
人

で
「安
全
な
ら
東
京
に
原
発
を
つ
く
れ
！
と
運
動
し
て
い
る
」と

署
名
に
協
力
し
て
く
れ
た
人
も
い
ま
す
。 

こ
の
日
、
95
名
の
方
か
ら
署
名
を
い
た
だ
き
、
３
０
０
枚
の

チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
。 

脱
原
発
の
署
名
と
併
せ
て
「田
城 

郁
」後
援
会
加
入
の
取
り

組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
全
国
の
仲
間
と
一
緒
に
「脱

原
発
」の
大
き
な
う
ね
り
を
創
り
出
し
て
行
き
ま
す
。 

 

           

エ
ル
ダ
ー
と
本
部
役
員
と
の
意
見
交
換
会
／
報
告 

          

会
議
は
君
塚
Ｏ
Ｂ
担
当
の
司
会
で
始
ま
り
、
石
井

副
委
員
長
か
ら
東
日
本
大
震
災
支
援
の
取
り
組
み
、

Ｊ
Ｒ
浦
和
電
車
区
事
件
の
現
状
、
最
近
の
労
使
関
係

等
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
エ
ル
ダ
ー
問
題
に

つ
い
て
「エ
ル
ダ
ー
の
声
が
本
部
大
会
で
発
言
で
き
る

よ
う
地
本
を
指
導
す
る
。
構
内
外
注
化
拡
大
で

現
役
出
向
者
が
大
勢
出
る
が
、
ど
う
い
う
組
織
を

つ
く
れ
ば
良
い
の
か
検
討
し
て
行
く
」と
問
題
提
起
が

あ
り
ま
し
た
。 

   

そ
の
後
、
本
部
よ
り
、

去
る
10
月
24
日
に
行
った

「申
20
号
」の
交
渉
説
明
が

あ
っ
た
後
、
14
名
の
エ
ル

ダ
ー
と
地
本
責
任
者
か
ら

意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
、

活
発
な
質
疑
と
な
り
ま

し
た
。 

 

          

        

             

〔中
央
本
部
の
ま
と
め
〕 

本
部
か
ら
は
、
「個
別
の
案
件
は
、
地
方
で
協
議

し
て
改
善
し
て
ほ
し
い
。
今
後
、
出
向
先
の
労
働
組
合

と
も
意
思
統
一
し
て
、
問
題
解
決
の
た
め
に
一
緒
に

取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
行
き
た
い
。 

本
部
大
会
に
は
、
地
方
の
代
議
員
枠
で
参
加
し
、

発
言
し
て
ほ
し
い
。
本
部
も
さ
ら
に
努
力
を
す
る
」と

発
言
が
あ
り
、
参
加
者
全
員
の
拍
手
で
確
認
し
ま

し
た
。 

  

こ
の
「エ
ル
ダ
ー
と
本
部
役
員
と
の
意
見
交
換
会
」も

今
年
で
３
回
目
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
エ
ル
ダ
ー

問
題
の
本
社
交
渉
も
行
な
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

職
場
の
現
状
を
訴
え
る
だ
け
で
な
く
、
ど
う
し
た
ら

解
決
で
き
る
の
か
の
方
策
を
考
え
る
場
へ
と
発
展

し
た
「意
見
交
換
会
」に
な
り
ま
し
た
。 

今
後
「エ
ル
ダ
ー
協
議
会
」の
未
結
成
の
地
本
は 

結
成
を
急
ぎ
、
エ
ル
ダ
ー
組
合
員 

の
待
遇
改
善
を
図
り
つ
つ
、

「
Ｏ
Ｂ
会
組
織
の
強
化
」
に

繋
げ
て
い
き
ま
す
。 

   

バ
ス
関
東
本
部
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
は
、

12
月
８
日
、
本
部
会
議
室
に
お
い
て

第
２
回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
総
会
に
は
各
分
会
の
Ｏ
Ｂ

代
表
と
本
部
Ｏ
Ｂ
会
の
大
熊
会
長
・

伊
藤
事
務
局
長
も
顔
を
見
せ
、
総
勢

21
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

昨
年
の
結
成
総
会
か
ら
一
年
が

経
ち
、
そ
の
間
の
成
果
と
課
題
が

明
確
に
な
り
ま
し
た
。 

成
果
と
し
て
は
東
京
・
宇
都
宮
・

西
那
須
野
の
各
分
会
に
Ｏ
Ｂ
会
を

起
ち
上
げ
た
こ
と
で
す
。
起
ち
上
げ

に
は
現
役
の
分
会
役
員
と
連
携
を

深
め
な
が
ら
、
準
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。 

Ｏ
Ｂ
会
員
達
は
「
退
職
後
の
会
社

や
東
労
組
が
ど
な
っ
て
い
る
の
か
」

「
苦
労
し
て
い
る
後
輩
た
ち
は

元
気
か
？
」
な
ど
と
気
遣
い
、

様
々
な
思
い
を
出
し
合
っ
て
、
分
会

Ｏ
Ｂ
会
結
成
ま
で
は
比
較
的

ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
し
た
。 

し
か
し
、
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
の
課
題
は

「
支
部
・
地
本
と
連
携
し
、
会
費

を
払
っ
て
Ｏ
Ｂ
会
に
加
入
す
る
」

と
な
る
と
、
ま
だ
ま
だ
消
極
的
な

人
達
が
多
い
の
も
現
実
で
す
。 

 

          

   

ま
た
以
前
か
ら
「
支
部
・
地
本

Ｏ
Ｂ
会
に
参
加
し
て
も
鉄
道
の

話
ば
か
り
で
参
加
し
辛
い
」
と
い
う

声
が
蔓
延
し
、
そ
の
克
服
が
課
題

で
し
た
。
そ
こ
で
バ
ス
関
東
本
部

Ｏ
Ｂ
連
絡
会
を
起
ち
上
げ
、
Ｏ
Ｂ
を

結
集
さ
せ
、
支
部
・
地
本
Ｏ
Ｂ
会
に

加
盟
し
て
積
極
的
に
運
動
に
参
加

す
る
こ
と
が
、
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
起
ち

上
げ
の
目
的
で
し
た
。 

総
会
で
こ
の
課
題
克
服
に
向
け

「
現
役
の
分
会
役
員
三
役
に

Ｏ
Ｂ
担
当
を
つ
く
り
、
関
わ
り
を

持
ち
な
が
ら
Ｏ
Ｂ
会
加
入
の
議
論
を

職
場
で
つ
く
る
」｢

分
会
Ｏ
Ｂ
会

起
ち
上
げ
と
同
時
に
Ｏ
Ｂ
会
加
盟
を

進
め
て
い
く｣

こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。 

バ
ス
関
東
本
部
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
は

東
京
・
大
宮
・
千
葉
・
水
戸
・
高
崎
・

長
野
の
６
地
本
に
バ
ス
分
会
が

17
職
場
あ
り
ま
す
。
後
輩
た
ち
を

支
え
、
子
や
孫
た
ち
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
る 

た
め
に
東
労
組
Ｏ
Ｂ

会
運
動
に
参
加
し
て

い
き
た
い
と
思
い 

ま
す
。 
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● 今回の『我らの声』の原稿募集は、

例年より１ヶ月早い１月 31 日が

原稿締め切り日ですので、ご注意

下さい。 

《募集原稿》 

 テーマは自由です。 

 1600 字以内にまとめ、原稿に

相応しい写真を添付して送って

下さい。 

＜原稿の送付先＞ 

 各地本のＯＢ担当者又はＯＢ会

役員まで。 

東
京
地
本
Ｏ
Ｂ
会  

事
務
局
次
長  

森 

下 

彰 

司 

12
月
７
日
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
・中
会
議
室
に
お
い
て
「エ
ル
ダ
ー
と
本
部
役
員
と
の
意
見
交
換
会
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
中
央
本
部
か
ら
は
石
井
副
委
員
長
を
始
め
５
名
の
役
員
と
、
各
地
本
の
責
任
者
・エ
ル
ダ
ー
代

表
の
35
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
本
部
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
も
９
名
が
参
加
し
、
12
地
本
の
14
名
か
ら
発
言
が

あ
り
、
活
発
な
実
の
あ
る
意
見
交
換
会
に
な
り
ま
し
た
。 

副
委
員
長
／
エ
ル
ダ
ー
の
今
後
に
つ
い
て
語
る 

エ
ル
ダ
ー
と
本
部
役
員
で 

活
発
な
意
見
交
換
が･

・・ 

〔主
な
意
見
は
、
左
記
の
通
り
で
す
〕 

 

出
向
先
の
寝
室
が
二
人
部
屋
、
休
憩
所
が
狭
い

な
ど
、
設
備
・職
場
環
境
が
悪
す
ぎ
る
。 

 

同
じ
仕
事
な
の
に
、
徹
夜
作
業
（構
内
）の
拘
束

時
間
が
現
役
よ
り
一
時
間
長
い
の
は
お
か
し
い
。 

 

エ
ル
ダ
ー
を
希
望
し
て
も
、
身
体
に
障
害
を
持
っ
て

い
る
と
再
雇
用
さ
れ
な
い
の
は
、
人
権
差
別
だ
。 

 

地
方
は
無
人
駅
が
多
い
の
で
、
受
け
皿
が
な
く
、

退
職
に
追
い
込
ま
れ
る
人
が
多
い
。 

 

地
本
に
「エ
ル
ダ
ー
協
議
会
」を
作
っ
て
意
見
を

集
約
し
、
地
本
と
話
し
合
っ
て
い
る
。 

発
展
し
た
「意
見
交
換
会
」を
組
織
強
化
に 

Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
本
部･

Ｏ
Ｂ
連
絡
会
第
２
回
定
期
総
会
／
報
告 

バ
ス
関
東
本
部
・議
長 

遠
山 

真
一
郎 

 

 

野田政権は「社会保障と税の一体

改革」と称して、自公政権でも手を付け

なかった年金の切り下げ・医療介護の

負担増・消費税の段階的値上げなど、私たち

年金生活者をターゲットにした増税路線

を強行しようとしています。 

今こそ、私たち高齢者の怒りの声を！ 
 

【問題】 
ＪＲ東労組ＯＢ会は、3年間で

年金給付額の2.5％を段階的に
減額しようとしている政府の 
「年金の○○○○の解消」
に反対しています。 
 
○の中に適当な文字を入れて下さい。 

★ ヒントは、［ＯＢ会ニュース］を

よく読んで、答えを見つけて下さい。 

★ ハガキに答えと住所・氏名・ＯＢ

会員番号を書いて、御応募下さい。 
 
＜宛て先＞ 〶151-8512 

東京都渋谷区代々木2-2-6 

ＪＲ新宿ビル13ＦＪＲ東労組ＯＢ会 
 
＜賞品＞ 正解の方の中から抽選で

30 名の皆さんに下記の
賞品が当たります。  

１等 ２名 １万円のびゅう商品券 

２等 ３名 ５千円のびゅう商品券 

３等 10名  3千円のびゅう商品券 

※ 特別賞 15名 1000円の図書券 
 

＜応募締切＞ 2012年2月25日（消印有効） 

＜当選発表＞ 次号  №１６８号（２月号） 

【問題】 
ＪＲ東労組ＯＢ会は、3 年間で

年金給付額の 2.5％を段階的に

減額しようとしている政府の 

「年金の○○○○の解消」

に反対しています。 


